
推進の柱４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て・親育ち支援の充実 
家庭教育を 

支える 
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４ 子育て・親育ち支援の充実 
 子どもたちの健やかな成長のためには、保護者自身が子育てに自信と喜びを感じ、ゆ

とりを持って子育てができることが求められます。 

乳幼児期からの親子の愛着関係の形成や家族との触れ合いを通して、子どもたちの豊

かな情操、命を大切にする心や思いやりの心、社会性や基本的生活習慣などが育まれま

す。家庭教育が子どもの人格形成において大きな役割を担っていることから、保護者に

家庭教育の重要性を伝えていく必要があります。 

 「親と子の育ちの場」としての幼稚園・保育所・認定こども園の機能や特性を生かし、

地域の関係機関が連携して、家庭教育を支える子育て支援体制の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ＊保育参加…参観するだけでなく、子どもをより理解するために保育に主体的に参加すること。 

基本方針（１）「親と子の育ちの場」の充実 

目標① 多様な場を活用した交流機会の提供 

 保護者同士がつながりをもち、心にゆとりを持って子育てができるよう、保護者同

士の交流を深める支援に努めます。 

【県】 

○交流機会の提供 

 ・保護者同士の仲間づくりの支援 

・「とっとり子育て親育ちプログラム」活用の推進 

○子育て支援や交流活動等の情報提供 

 

【設置者】 

○教員・保育士等を対象とした保護者同士の仲間づくりのための研修を実施しましょう。 

○保護者の交流の場や機会・情報を提供しましょう。 

○家庭教育学級の開催を支援しましょう。 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○保育参観や保育参加（＊）の機会を提供しましょう。資料１ 

○家庭教育学級を開催しましょう。    

○空いた保育室や園舎、園庭等を開放しましょう。 

○保護者同士の交流の場を設けたり情報を提供したりしましょう。 

○保護者の自主的活動を支援し、保護者の力が発揮できる場をつくりましょう。 

○保護者の交流活動の機会を提供しましょう。 

 

家庭教育を支える 

子
育
て
・ 

親
育
ち
支
援
の
充
実 

59



 

 

 

 

 

 

 

 

 

や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【ＰＴＡ研修会、学級学年懇談会等への保護者の参加状況】  

                 
 
 
 
 
 
 
就学後のPTA 研修、学級学年懇談会では、参加者が 

固定化し、参加人数も減少しています。保護者同士が 
つながる研修や懇談会の工夫が求められます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【家庭教育に関する研修会の実施】        

38

55
48
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幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校  
 約４割の幼稚園が、家庭教育に関する研修 

会を実施しています。 

平成２２年度鳥取県 PTA 調査 

 

資料 1 

子育ての悩みや課題を題材に、ワークショップや話合いな

どの楽しい時間を共有することで親同士のつながりを深め、

家庭教育について学び合う仲間づくりを進めるものです。 
ファシリテータの研修を受けた人だけでなく、PTA の役員

や教育・保育士等も進行できるようになっており、いろいろ

な場面で活用できます。 
 

とっとり子育て親育ちプログラム とっとりふれあい家庭教育 

５つのポイント 

① 手をとめて話を聞こう 

② しっかりほめて叱ろう 

③ 早寝早起きでリズムをつくろう 

④ 親子で読書を楽しもう 

⑤ 様々な体験をさせよう 

子
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父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任を有するものであって、生活のために必要

な習慣を身に付けさせるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るように努めるも

のとする。（第１０条１項） 

教育基本法 

施 策 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=153084 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 保護者の育ちを応援する学びの機会の充実 

 保護者が家庭教育の重要性について理解を深め、自信と喜びを感じながら子育てが

できるよう、保護者の学習機会の充実に努めます。 

【県】 

○家庭教育の重要性の発信 

・とっとりふれあい家庭教育「子どもと向き合う５つのポイント」を中心とした啓発活動  

・子育て支援に関する情報の提供と研修の充実 

・家庭教育アドバイザーの保護者会等への派遣 

・専任指導主事の保護者研修会等への派遣 

○読書活動の推進 

・親子読書の推進 資料２   

・子ども読書アドバイザーの派遣 

○中高生の育児体験の推進  

 

【設置者】 

○家庭教育に関する研修会を実施しましょう。 

 ・子育ての基本的な知識や技能を学ぶ場の提供 

○家庭教育に関する学習機会や子育て支援に関する情報を提供しましょう。 

○保護者の自主的活動、サークル活動等への支援をしましょう。 

○中高生に保育・子育て体験の場を提供しましょう。 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○家庭教育に関する保護者研修会を実施しましょう。 

・家庭教育の知識 ・幼児の心の理解 ・親としてのかかわり方･役割 など 

○園の経営方針や取組について積極的に伝えていきましょう。 

○保育参観や保育参加の機会を提供しましょう。    

○保護者が気軽に相談できる雰囲気を作りましょう。 

○家庭教育、子育て支援や学習機会に関する情報を提供しましょう。 

○親子読書の機会を設けましょう。  

・絵本の貸し出し ・親子読み聞かせ体験 ・絵本の紹介 

○親子の触れ合いをすすめましょう。 

基本方針（１）「親と子の育ちの場」の充実 
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読み聞かせをすすめましょう！ 

 

 

 

 

 

 

                                                                            

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【子どもの読書について】  

 平成２１年度 子どもの読書活動に関するアンケート調査（家庭・地域教育課）                                             

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

あなたの家では、読み聞かせをする本や一緒に読む本をどのように準備していますか。 

読み聞かせが育むもの 

・「こころ」と「ことば」を育てます。 

・家族への信頼が深まります。 

・学ぶ力の基礎をつくります。 

あなたは、お子さんに読んであげる本をどのようにえらんでいますか。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/194231.htm 

資料２ 

 POINT 

子どもは、読書

の楽しさと喜び

を共有した大人

と愛着関係を築

き、信頼を寄せる

ようになります。 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

目標③ 親と子の生活習慣づくりの支援 

 保育所・幼稚園・認定こども園や地域と連携して、家庭でのよりよい子育て環境

づくりをめざし、親と子の望ましい生活習慣の確立を支援するよう努めます。 

【県】 

○「心とからだいきいきキャンペーン」の推進 

○とっとりふれあい家庭教育「子どもと向き合う５つのポイント」を中心とした啓発活動  

○先進的な取組の紹介    

○生活習慣の重要性の理解推進 

・教員・保育士、保護者等の研修会の開催 

 

【設置者】 

○親と子の生活習慣の実態を把握し、生活習慣改善に向けた取組を進めましょう。 

○生活習慣づくりに関する研修会を実施しましょう。 

○生活習慣づくりに関する取組を推進しましょう。 

・啓発活動   

･ 情報発信  

・キャンペーン  など 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○親と子の生活習慣づくりを進めましょう。 

 ・保護者啓発・研修会   

・情報提供 

・早寝・早起き・朝ごはん  

・ノーテレビデー  など 

○子育てを楽しむ保護者の声を積極的に伝えましょう。 

基本方針（１）「親と子の育ちの場」の充実 
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 簡単な運動遊びをしてみませんか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育だより「とっとり夢ひろば！」（４９号）平成２１年９月 

http://www.pref.tottori.lg.jp/yumehiroba/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 
 
 
                                  

 
 
 
 
 
 
                                 

 
 
 
 

http://www.pref.tottori.lg.jp/ikiiki/ 

 
 
 
 
 

 

 

 

心とからだいきいきキャンペーン 

幼児版 キャンペーンかるたの取組例 ノーテレビデーの取組例 

６つの柱に沿って「心とからだ いきいき（食・読・遊・寝）キャンペーン」を実施し、学校・家庭・

地域と連携を図りながら、子どもたちの健全育成のためにさまざまな取組を行っています。 
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体を動かす子どもを育てるために 

体を動かすと 

① 体力･運動能力が向上します 
② 心と脳が発達します 
   脳の前頭前野には、想像力、意欲、我慢する力等を高めたり、

感情をコントロールしたりする働きがあります。脳の発達が著

しい子どもの時期に、運動によって前頭前野に刺激を与え活性

化させることはとても大切です。 

③ 生活リズムが整います 

 

【ノーテレビデーには、親子の触れ合いを！！】 

・簡単な運動遊び      ・楽しくおしゃべり 
・家の近くを散歩     ・家事のお手伝い 
・絵本の読み聞かせ        ・親子一緒に読書タイム 
・伝承遊び･昔遊び    など 

    

 

施 策 

町全体で毎月１５日を、家族団ら

んを目的とする「ノーテレビデー」

としています。それぞれの家庭がコ

ースを選び取り組んでいます。 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（２）子育て支援体制の充実  

目標① 関係機関と連携した子育て支援体制の充実 

保護者の多様なニーズに対応するために、関係機関と連携し、地域ぐるみの支援体

制の整備、充実に努めます。 

【県】 

○幼稚園・保育所・認定こども園や地域の連携による子育て支援の推進 

○家庭教育支援のための地域人材の育成 

○ペアレントメンター（発達障がいのある子どもを育てる保護者がよき相談者となって助言を行う

者）を活用した保護者支援の充実 

○家庭教育支援のための情報収集及び提供 

○児童虐待防止ネットワークの構築 資料３ 

○家庭教育推進協力企業の取組支援 

 

【設置者】 

○関係機関と連携した支援体制を整備しましょう。 

○様々なニーズに応えるための地域子育て支援体制を整備しましょう。 

○家庭教育支援のための地域人材の育成に取り組みましょう。 

○子育て支援施設の設備を充実しましょう。 

○子育て支援に関する情報収集と提供に努めましょう。 

○公民館を活用した子育て支援に取り組みましょう。 

○児童虐待防止ネットワークを構築しましょう。 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○地域関係者による研修会に参加しましょう。 

○幼児の生活・実態等を把握し、保護者に具体的な取組や改善の方法を伝えましょう。 

○保護者のニーズに応じた保育を充実しましょう。 

・預かり保育  

・一時保育 など 

○地域の人材を活用しましょう。 

○関係機関と連携して、児童虐待の早期発見と対応に努めましょう。 
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【鳥取県の相談件数】        【被虐待児の年齢】（平成23年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 鳥取県の被虐待児は小学生が最も多くなっていますが、全国的には幼児が多くなっ

ています。保護者への支援を充実し、虐待の未然防止をすることが必要です。 

鳥取県中央児童相談所 http://www.pref.tottori.lg.jp/34915.htm 

【子育て王国推進局】 

子どもを安心して産み育てられる社会を実現し、子

どもたちが夢と希望を持って健やかに成長できるよ

う、地域みんなで子育てを支えあう「とっとり子育て

隊」を創設し、登録者を募集しています。個人・団体・

企業のそれぞれの立場において、自主的に実践する子

育て支援活動を登録してもらう制度です。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/34915.htm 

資料３ 

【家庭・地域教育課】 

家庭教育支援につながる職場環境づくりのために

取り組む企業(事務所)があります。 

企業・従業員をあげて家庭教育の充実に向けた職

場環境づくりのため、自主的に取り組んでくださる

企業（協力企業）と鳥取県教育委員会が 

協定を結び、協力しながら 

鳥取県の家庭教育を推進します。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/kigyo-seido/ 

要保護児童対策地域協議会 

（子どもを守る地域ネットワーク） 
虐待を受けた子どもをはじめ

とする要保護児童等に関する情

報の交換や支援を行うために協

議を行う場です。平成 16年児童

福祉法改正法において、法的に位

置づけられました。 
 

ペアレントメンターとは 

家庭教育推進協力企業 

とっとり子育て隊 

同じ発達障がいのある子どもを育てる保護者がよき相談相手となり、悩みに共感し、

実際の子育ての経験を生かして子どもへの関わり方などを助言する支援者のこと。 
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（件） 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 家庭や地域における子育て支援体制の充実 

未就園児のいる家庭や地域における子育てをよりよいものにするために、関係機関と

連携して子育て支援体制の充実に努めます。資料４ 

【県】 

○幼稚園・保育所・認定こども園や家庭・地域の連携による子育て支援の推進 

○子育て支援事業の実施 

○家庭教育支援のための地域人材の育成 

○家庭教育支援のための学習機会や情報の提供 

 

【設置者】 

○未就園の子どものいる家庭を支援しましょう。資料５ 

・就園や子育てに関する情報提供 

・子育て相談の実施 

○家庭教育支援のための地域人材の育成に取り組みましょう。 

○保健師や民生児童委員などと連携協力しましょう。 

○子育てサークル等の活動を支援しましょう。 

○子育て文化を継承する場や機会を充実しましょう。 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○子育て経験者や高齢者等の地域の人と協力しましょう。 

・公民館 

・老人会 など 

 

基本方針（２）子育て支援体制の充実  
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ひろば型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「子育ての楽しさ」や「子育てのつらさの解消」につながる支援は？】 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

H2２ 鳥取県における少子化対策に関するアンケート より       

保護者が子育てに喜びを感じ、ゆとりを持って子育てをするために、支援体制の充実が求められています。

  【地域子育て支援拠点事業】                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地域において、育児の援助を受けたい人と

行いたい人が会員となる「会員組織」です。 

 急な残業等で保育施設へ子どもを迎えに行

けないとき、子どもが軽い病気にかかったが

仕事を休むことができないときなど、突発的

な事情で育児ができない会員に代わって育児

をする援助活動を行っています。 

ファミリーサポートセンターは、１９市町

村中１７市町村に設置されています。 
（H２４．９現在） 

援助内容 

○保育施設までの送迎 

○子どもの預かり 

・保育施設の開始前や終了後 

・学童保育終了後や学校の放課後 

・冠婚葬祭や他の子どもの学校行事 

・買い物等の外出 

・学校の夏休み など 

子育ての悩みな

ど気軽に相談で

きます。 

県内には、地域子育て支援拠点として、「ひろば型」と「センター

型」と呼ばれる２種類の施設が設置されています。ともに子育て家

庭の親と子が身近な場所で気軽に集まり、親子同士の交流や、育児

不安についての相談、子育てに関する情報提供、子育て講座等のイ

ベントを実施する施設で、県内各地の市町村に設置されています。 

設置数      Ｈ24.5.1現在 

センター型 ひろば型 合 計 

４５  ５ ５０ 

 

ファミリーサポートセンター 

資料５ 

地域の子育て支援情報の収集・提供をして、子育て全般に関

する専門的な支援を行うとともに、地域支援活動を展開する子

育て支援の拠点のこと。保育所の中に設置されることが多い。 

常設のつどいの広場を設けて、子育て家庭の親

と子どもがつどい、相互に交流を図る場を提供す

る子育て支援の拠点のこと。 

ひ
ろ
ば
型 

セ
ン
タ
ー
型 

資料４ 
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0% 5% 10% 15% 20%

その他
子育て支援ネットワークづくり

地域子育て支援の充実
子ども対象の犯罪・事故の軽減

地域の子どもの活動拠点の充実
子どもの教育環境

妊娠･出産に対する支援
放課後の児童対策サービスの充実

保育サービスの充実
子育てしやすい環境面の充実

地域内での育児関係費用補助
仕事と生活の両立の推進
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（３）センター的機能の整備  

目標① 幼稚園・保育所・認定こども園におけるセンター的機能の充実 

幼稚園・保育所・認定こども園が、地域の子育て支援センター的役割を果たせるよ

う、地域の子育て支援の担い手となる人材の育成や活用に努めます。 

 

【県】 

○幼稚園・保育園・認定こども園や地域子育て支援センターにおける子育て支援の充実 

○福祉・教育・医療・保健などが連携した支援体制の整備 

○子育て支援のための人材の育成 

○子育て支援に関する研修会の実施 

○子育て情報の提供 

 

【設置者】 

○子育て支援ネットワークづくりとコーディネーター的役割の配置を推進しましょう。 

○支援センターとしての施設を整備し、運営施策の充実を図りましょう。 

○子育てや支援体制に関する情報を提供しましょう。 

○高齢者や子育て経験者等の人材活用に努めましょう。 

○母子・福祉機関との連携に努めましょう。 

 

【幼稚園・保育所・認定こども園】 

○未就園の子どものいる家庭を支援しましょう。資料６ 

・子育て相談の実施  

・園の施設開放、施設活用 

・親子登園  

・保護者同士の交流の場の提供 

○子育ての支援者として力を高める研修へ参加しましょう。 

○子育て経験者や高齢者等の地域の人と協力しましょう。 
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【幼稚園・保育園・認定こども園等における子育て支援の実施状況】                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県における少子化対策に関するアンケート より （平成２２年） 

資料６ 

センター的機能とは 

幼稚園・保育所・認定こども園の地域の「子育て支援センター」としての役割のこと 

 

 

・子育て相談指導  

・子育てサークル等への支援  

・地域の保育需要に応じた特別保育事業等の積極的実施・普及促進及び地域の保育資源の

情報提供 

・家庭的保育を行う者への支援 など 

子育て支援センター 未就園児と在園児との交流 

在園児と未就園児が異年齢の交流を楽し

んでいます。 

制作活動や季節の行事を楽しむなど、親子同

士での交流を深めています。 

（祖父母･父の参加も有） 
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